
す
で
に
こ
の
時
期
に
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
や
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
輸
入
は
再
開
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
数
は
、
既
述
の
如
く
、
到
底

顧
客
の
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
も
需
要
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
っ
た
た
め
、
当
社
は
黒
沢
商
会
、
ド
ッ
ド
ウ
ェ

ル
商
会
等
在
京
の
事
務
機
械
取
扱
業
者
を
糾
合
し
て
事
務
能
率
機
械
輸
入
懇
話
会
を
設
立
、
通
産
省
の
産
業
機
械
課
・
重
工
業
課
に
事

務
機
械
割
当
量
の
増
加
を
交
渉
し
た
。

昭
和
二
十
六
年
か
ら
昭
和
三
十
年
末
ま
で
に
、
当
社
が
ロ
ー
ヤ
ル
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
社
か
ら
、
新
し
く
愉
入
し
た
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

第
七
章
事
務
機
械
・
文
具
。
洋
品
の
商
況

事
務
機
械
の
業
績
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ロ
ー
ヤ
ル
・
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
社
か
ら
、
新
し
く
輸
入
し
た
タ
イ
プ
ラ
イ
タ

ー
の
機
種
及
び
価
格
を
あ
げ
る
と
上
表
の
よ
う
で
あ
る
。

尚
、
価
格
は
輸
入
原
価
の
騰
貴
上
巳
む
を
得
ず
変
更
、
標
準
型
十
一
吋
は

二
十
六
年
に
比
較
し
て
一
一
一
十
年
に
は
二
六
％
余
の
上
げ
率
で
八
万
六
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

輸
入
量
は
、
昭
和
二
十
五
年
に
比
べ
て
可
成
り
多
く
な
っ
て
は
い
た
が
、

ま
だ
需
要
数
を
充
た
す
に
は
足
ら
な
か
っ
た
。
銀
行
な
ど
で
は
一
度
に
一
一
○

標
準
型
一
・
七
吋

標
準
麹
十
六
吋

潔
準
型
・
二
吋

誼
励
型
’
一
五
吋

電
動
型
十
六
吋

挑
帯
用
Ａ

円

一
三
五
弱
○
○
○

九
・
一
く
○
○
○

竃
一
○
、
○
○
○

一
七
五
、
○
○
○

一
九
五
、
○
○
○

四
八
、
○
○
○

采
十
六
年
入
荷

一
一
一
十
年
‐
入
荷

電
十
年
入
荷

二
十
六
年
入
荷

三
・
十
年
入
荷

二
・
十
六
年
入
荷

型
一
単
価
一
術
老



§

の
販
売
員
が
数
人
並
ん
で
い
た
の
で
、
も
し
や
自
分
に
対
す
る
内
諾
を
変
更
さ
れ
て
は
と
不
安
を
感
じ
、
再
び
最
後
に
並
び
、
や
っ
と

買
入
れ
仮
契
約
を
確
定
し
た
と
い
う
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
、
ロ
ー
ヤ
ル
。
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
社
か
ら
、
代
理
店
と
し
て
一
一
十
五
年
以
上
の
協
力
を

表
彰
す
る
牌
（
た
て
）
を
贈
与
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
九
年
中
の
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
販
売
高
は
、
各
型
合
計
七
一
八
台
、
そ
の
う
ち
半
数
近
く
の
三
○
四
台
が
本
社
、

残
り
が
支
店
。
出
張
所
の
扱
い
で
あ
っ
た
。
翌
昭
和
一
一
一
十
年
中
の
販
売
高
は
、
各
型
合
せ
て
八
一
九
台
、
そ
の
う
ち
、
全
体
の
半
分
強

の
四
五
四
台
が
本
社
、
残
り
の
一
一
一
六
五
台
は
支
店
。
出
張
所
で
売
っ
た
数
で
あ
る
。

鍛
諜
議
醗
齢
鱗
齢
認
識
癖
騨
鍔
嬬
嘩
騨
錨
癖
羅
溌
蝿
嬬
麟
時
騨
錐
瑚
認
騨
吟
蝿
，
詞
忠
・
器
宇
明
洲
醗
謝
覗
藍
把
割
猫
弱
彰
離
職
郷
群
間
騨
隅
曜
蒋
器
畦
嘱
僚
＄
牌
ｒ
肌
３
肖
勘
周
Ｈ
ｆ
ｒ
ｆ
Ｌ
ｆ
Ｆ
珊

定
の
内
諾
を
得
た
の
で
、
安
心
、
し
て
席
を
立
っ
た
。
し
か
し
、

－
ｑ
や
虻
保
虫

用
二
Ｊ
、
‐
‐
‐
‐
‐
‐
…
宮

’
三
○
台
と
い
う
纏
っ
た
数
の
注
文
も
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー
の
他
に
も
、
他
社
で
輸
入
し
て
い
る
外
国
製
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

が
販
売
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
全
然
販
売
競
争
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

だ
ん
だ
ん
と
販
売
競
争
は
激
し
く
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
銀
行
で
の

話
で
あ
る
が
、
当
社
の
販
売
員
に
対
し
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
を
買
い
た
い
か

ら
店
に
く
る
よ
う
に
と
い
わ
れ
た
の
で
、
社
員
が
指
定
通
り
に
行
く
と
、
す

で
に
他
社
の
販
売
員
数
名
が
来
て
い
た
。
や
っ
と
自
分
の
番
に
な
っ
た
の
で
、

彼
は
、
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
長
所
を
説
明
、
先
方
か
ら
買
入
れ
決

造
の
勾
諾
を
得
た
の
で
、
安
心
し
て
席
を
立
っ
た
。
し
か
し
、
な
お
、
他
社

も菱軸奄四ｌｂ謡忽唾循伊

蕊駕篭蕊謹蕊;騨騨識蕊騒溺

写

ローヤル・タイプ・ライター社から贈られた牌
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モ
ン
ロ
ー
計
算
機
も
、
昭
和
二
十
五
年
か
ら
輸
入
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
た
。
機
種
と
し
て
は
、
モ
ン
ロ
ー
闇
跨
シ
リ
ー
ズ
、

同
じ
く
○
ｍ
目
》
○
缶
跨
ｌ
ｇ
の
各
型
で
あ
っ
た
。
し
か
し
最
初
の
輸
入
台
数
は
少
な
か
っ
た
た
め
支
店
へ
廻
す
余
裕
も
な
く
、
予
約
の

お
客
さ
ま
か
ら
苦
情
が
出
た
程
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
も
昭
和
二
十
六
年
の
半
ば
頃
か
ら
大
量
に
入
荷
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

協
和
銀
行
の
本
店
が
ま
だ
大
門
に
あ
っ
た
こ
ろ
の
話
で
あ
る
が
、
当
社
の
社
員
が
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
を
納
め
に
行
っ
た
。
そ
の
時
、

一
行
貝
か
ら
、
当
時
ア
メ
リ
カ
か
ら
日

Ｔ
四
匁
、
》
癖
癖
蝿
癖
癖
癖
癖
》
鍔
癖
稗
鍛
罫
部
Ｊ
辛
《
：
慰
鮮
鼠
本
の
銀
行
業
務
視
察
に
来
て
い
た
一
米

1３８９

人
が
、
日
本
人
は
大
層
器
用
に
ソ
ロ
バ

ン
で
計
算
を
し
て
居
る
が
、
こ
の
よ
う

な
計
算
方
法
は
一
九
五
五
年
（
昭
和
三

癖
十
年
）
ま
で
保
て
な
い
で
あ
ろ
う
と
指

牢
摘
し
て
く
れ
た
の
で
、
同
行
で
は
計
算

モ
事
務
を
研
究
す
る
た
め
に
モ
ン
ロ
ー
計

算
機
を
購
求
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と

綴習蕊

黙誕1＄

､出

呂時患.

．ｆ

４曲：ﾐーｮ
軍111■Ih

Iに”口

銭．"･
￥

#'
毎中

潟'母共,甚

蟻:酔繍.，

難
戸
い
ふ
箪
側
ぃ
Ｊ
ｒ
遷
窪
霊

た
。
協
和
銀
行
は
、
そ
の
後
、
新
築
な

‘.為玩蝉裟学
窓鐸

繊鶏
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っ
た
新
丸
の
内
ピ
ル
に
移
っ
た
が
、
銀
行
業
務
に
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
を
採
用
、
業
務
刷
新
を
率
先
し
て
行
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
年
も
経
た
な
い
間
に
、
各
銀
行
で
は
、
合
理
化
委
員
会
、
事
務
能
率
推
進
部
を
設
け
て
事
務
の
機
械
化
を
考
え
は
じ
め

た
。
そ
も
そ
も
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
が
、
昭
和
一
一
十
五
年
に
輸
入
再
開
さ
れ
た
時
に
は
、
す
で
に
昭
和
一
一
十
四
年
に
、
フ
リ
ー
デ
ン
、
マ

ー
チ
ャ
ン
ト
両
社
の
計
算
機
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
宣
伝
も
行
き
届
い
て
い
た
の
で
、
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
販
売
は
苦
し
か
っ
た
。
し

か
し
○
缶
衿
ｌ
ｇ
型
は
鵠
×
韻
×
９
（
・
日
）
の
小
型
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
他
の
計
算
機
に
な
い
連
乗
装
置
が
つ
い
て
い
る
う
え
に
、

そ
れ
を
使
用
す
る
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ニ
ア
ー
は
、
当
社
で
は
終
戦
前
に
完
成
さ
れ
て
い
た
の
で
、
複
雑
な
保
険
業
務
の
計
算
が
た
や
す

く
で
き
て
、
他
社
が
投
げ
出
し
た
ユ
ー
ザ
ー
に
ま
で
く
い
込
ん
で
商
売
を
し
た
。

こ
う
し
て
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
は
事
務
機
械
部
の
主
要
販
売
商
品
と
し
て
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
売
行
高
を
凌
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和

三
十
年
頃
ま
で
に
は
、
東
海
銀
行
、
日
本
銀
行
、
協
和
銀
行
、
日
本
興
業
銀
行
、
勧
業
銀
行
な
ど
、
金
融
機
関
に
大
量
に
納
入
、
官
庁

関
係
で
も
総
理
府
統
計
局
、
農
林
省
統
計
調
査
部
、
厚
生
省
統
計
調
査
部
、
専
売
局
な
ど
か
ら
多
く
の
注
文
を
受
け
た
。
そ
の
他
で
は

昭
和
二
十
七
年
頃
か
ら
の
企
業
復
興
の
波
に
の
っ
て
造
船
業
界
、
光
学
機
械
、
時
計
製
造
業
界
か
ら
も
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
モ
ン
ロ

ー
計
算
機
の
大
量
需
要
が
起
っ
た
。
レ
ン
ズ
の
設
計
で
外
国
の
技
術
に
追
い
つ
く
た
め
に
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、

各
光
学
機
械
会
社
で
認
め
ら
れ
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
ツ
ァ
イ
ス
社
の
視
察
団
が
来
日
、
日
本
光
学
を
見
学
し

た
と
き
、
示
唆
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
当
社
で
は
、
そ
の
使
用
法
を
各
会
社
の
担
当
社
員
に
説
明
し
て
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
売
り
拡
め

に
努
力
し
、
日
本
光
学
、
オ
リ
ン
パ
ス
光
学
、
キ
ャ
ノ
ン
、
小
西
六
、
ア
サ
ヒ
光
学
、
理
研
光
学
、
エ
ル
モ
、
そ
の
他
の
会
社
で
モ
ン

ロ
ー
計
算
機
が
採
用
さ
れ
た
。
‐
も
．



昭
和
二
十
五
年
第
一
回
入
荷
以
後
昭
和
一
一
十
六
年
’
三
十
年
に
輸
入
さ
れ
た
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
機
種
と
価
格
は
上
表
の
通
り
で
あ

る
０

各
型
合
計
一
七
二
台
、
そ
の
う
ち
会
社
関
係
が
最
も
多
く
、
次
が

官
庁
、
学
校
、
銀
行
の
順
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
昭
和
二
十
七
’
三
十
年
に
か
け
て
、
モ
ン
ロ
ー
電
動
計
算
機
は
、
日
本
の
電
動
計
算

機
販
売
高
の
五
○
％
を
占
め
る
程
の
売
行
き
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
事
務
機
械
と
し
て
販
売
を
取
扱
っ
た
製
品
と
し
て
、
丸
善
精
機
工
業
株
式
会
社
の
製
品
で
は
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ
ー
と
ベ

ル
タ
イ
マ
ー
が
主
で
、
そ
の
他
に
は
掛
時
計
、
オ
ル
ゴ
ー
ル
な
ど
も
取
扱
っ
た
。

因
に
Ｌ
型
は
戦
前
か
ら
の
古
い
型
で
、
次
に
Ｃ
型
が
、
昭
和
三
十
年
半
ば
に
、
Ｎ
型
が
最
新
型
と
し
て
入
荷
し
た
。

ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
の
価
格
が
、
可
成
り
頻
繁
に
変
動
が
あ
っ
た
に
反
し
て
、
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
価
格
は
、
こ
こ
に
記
し

1３９１

た
五
年
間
全
く
変
化
が
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
モ
ン
ロ
ー
社
の
場
合
に
は
、
戦
前
か
ら
の
勘
定
は
当

社
の
未
払
分
と
逆
に
当
社
が
輸
出
し
て
い
た
品
物
の
貸
勘
定
に
な

っ
て
い
る
分
が
あ
っ
た
が
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
の
調
印
が

済
む
と
、
同
社
か
ら
「
戦
前
に
お
け
る
債
権
は
相
互
に
消
滅
す
べ

き
で
あ
る
」
と
の
通
知
が
あ
っ
た
。

モ
ン
ロ
ー
計
算
機
の
売
行
き
を
見
る
と
、
昭
和
二
十
九
年
で
は

各
型
合
計
一
七
二
台
、
そ
の
う
ち
会
社
関
係
が
最
も
多
く
、
次
が

耐
．
』
の
つ

耐
ｌ
い
・
○

戸
Ｌ
缶
：
割
．
・
画
ｇ

ｏ
⑩
Ｉ
〕
つ

○
の
弓
Ｉ
旨

○
ｍ
接
．
戸
。

⑭
ｚ
Ｉ
唖
屈

の
ｚ
・
画
再
画

３
ｚ
：
画
尉

一
六
桁
手
動
ポ
ー
タ
ブ
ル

異
○
桁
手
動
ポ
ー
タ
ブ
ル

二
○
桁
自
動
除
算
装
置
付

二
○
桁
自
動
除
算
装
置
付

二
○
桁
自
動
除
算
装
置
付

星
○
桁
肖
動
乗
除
算
装
慨
付

尭
○
桁
自
動
乗
除
算
装
置
付

垂
○
桁
自
動
乗
除
算
装
置
付

星
○
桁
全
自
動
特
装
型

円

請
・
一
○
、
○
○
○

一
六
・
一
一
、
○
○
○

雫
．
五
五
、
○
○
○

二
五
・
一
、
○
○
○

ニ
ュ
ハ
（
〉
、
（
〉
〈
）
（
）

三
五
六
、
○
○
○

四
五
○
、
○
○
○

宅
七
○
、
○
○
○

五
・
惹
五
、
○
○
○

型
性
能
一
価
格



こ
の
他
後
述
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
扱
い
で
、
テ
レ
ビ
、
電
気
洗
濯
機
、
掃
除
機
、
ア
イ
ロ
ン
等
が
入
荷
、
そ
の
販
売
を
機
械
部
で
引
き
受
け
た

が
、
時
機
が
僅
か
に
早
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
売
れ
行
き
は
よ
く
な
か
っ
た
。
も
し
こ
れ
ら
の
家
庭
電
気
製
品
の
売
込
み
に
成
功
し

て
い
た
ら
機
械
部
で
も
積
極
的
に
取
扱
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

一
二
四
、
○
○
○
円
で
あ
っ
た
。
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取
扱
い
商
品
の
う
ち
金
額
の
大
き
い
点
で
は
、
モ
ン
ロ
ー
計
算
機
が
筆
頭
で
、
つ
づ
い
て
は
ロ
ー
ヤ
ル
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
あ
っ
た

か
ら
、
こ
れ
ら
の
販
売
に
は
昭
和
二
十
五
年
以
前
入
社
の
新
進
中
堅
社
員
が
当
り
、
自
社
製
品
の
ベ
ル
タ
イ
マ
ー
、
タ
イ
ム
レ
コ
ー
ダ

ー
な
ど
は
昭
和
一
一
十
六
年
以
後
入
社
の
社
員
が
当
っ
た
。
ベ
ル
タ
イ
マ
ー
は
、
東
京
及
び
そ
の
近
県
で
は
新
入
社
員
で
も
一
日
一
台
の

割
合
で
販
売
し
て
い
た
が
、
そ
の
販
路
は
、
青
梅
（
東
京
）
、
飯
能
、
大
宮
（
埼
玉
）
、
土
浦
（
茨
城
）
、
千
葉
、
秦
野
（
神
奈
川
）
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
年
頃
に
は
従
来
取
引
の
あ
っ
た
各
地
の
取
扱
店
を
県
代
理
店
と
し
て
代
理
店
化
の
方
向
を
取
り
、

代
理
店
の
な
い
と
こ
ろ
へ
は
、
従
来
通
り
本
社
直
売
の
方
法
を
と
っ
た
。
し
か
し
地
方
支
店
で
の
成
績
は
な
お
充
分
と
は
い
え
な
か
っ

た
の
で
、
本
社
か
ら
社
員
を
派
遣
、
販
売
指
導
を
行
っ
た
こ
と
も
再
三
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
に
取
扱
っ
た
事
務
機
械
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

戦
前
も
当
社
で
輸
入
販
売
し
て
い
た
英
国
の
ゲ
ス
テ
ッ
ト
ナ
ー
高
性
能
謄
写
機
も
、
コ
ー
ン
ズ
商
会
の
手
を
通
じ
て
、
昭
和
二
十
六

年
頃
か
ら
再
び
輸
入
さ
れ
た
。
電
動
と
手
動
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
一
一
万
枚
以
上
も
印
刷
が
出
来
、
二
色
。
一
一
一
色
刷
も
可
能
で
あ
っ

て
当
時
と
し
て
は
性
能
の
秀
れ
た
謄
写
機
と
し
て
、
機
械
部
の
主
力
商
品
と
な
る
ほ
ど
の
売
上
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
安
定
し
た
売

行
を
示
し
て
い
た
。
価
格
は
、
電
動
式
（
標
準
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
付
）
一
六
五
、
○
○
○
円
、
手
動
式
（
標
準
型
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
付
）



ニ
イ
ン
キ
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昭
和
二
十
四
年
一
月
三
十
日
、
矢
代
田
工
場
閉
鎖
後
、
丸
善
の
イ
ン
キ
製
造
は
、
専
ら
日
暮
里
工
場
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
設

備
も
積
極
的
に
改
善
し
た
の
で
、
作
業
は
漸
く
軌
道
に
乗
っ
て
来
た
。
当
時
、
世
上
に
は
な
お
粗
悪
な
イ
ン
キ
が
氾
濫
し
て
い
た
折
柄
、

い
つ
ま
で
経
っ
て
も
消
え
な
い
良
心
的
な
イ
ン
キ
、
タ
ン
ー
ー
ン
鉄
イ
ン
キ
（
ブ
ル
ー
プ
ラ
ッ
ク
）
の
宣
伝
の
重
要
性
を
感
じ
、
い
ろ
い

ろ
な
方
法
で
宣
伝
活
動
を
行
っ
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
全
国
各
地
の
文
具
業
界
や
修
学
旅
行
中
の
中
学
・
高
校
生
の
日
暮
里
工
場
見

学
希
望
に
進
ん
で
応
じ
、
非
常
に
喜
ば
れ
て
い
た
。
し
か
し
後
述
の
ワ
ン
ダ
ー
イ
ン
キ
製
造
が
軌
道
に
乗
り
出
し
て
か
ら
は
、
そ
の
製

造
過
程
に
つ
い
て
、
な
お
業
界
に
対
し
秘
密
を
要
す
る
点
も
あ
っ
た
の
で
、
昭
和
三
十
年
頃
以
後
、
見
学
を
辞
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
た
昭
和
二
十
八
年
九
月
に
は
イ
ン
キ
発
売
七
十
五
周
年
記
念
販
売
、
翌
二
十
九
年
に
は
創
業
八
十
五
周
年
記
念
ア
テ
ナ
イ
ン
キ
特

売
を
春
秋
二
回
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
販
売
活
動
を
行
っ
た
。

昭
和
三
十
年
十
一
月
、
油
性
マ
ー
キ
ン
グ
ペ
ン
ー
丸
善
ワ
ン
ダ
ー
イ
ン
キ
を
製
造
発
売
し
た
。
こ
れ
は
戦
後
（
昭
和
二
十
一
年
）
米

国
で
開
発
さ
れ
た
速
乾
性
油
性
イ
ン
キ
を
用
い
た
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
の
こ
と
で
、
わ
が
国
で
は
昭
和
二
十
七
年
「
マ
ジ
ッ
ク
イ
ン
キ
」
の

名
で
発
売
さ
れ
て
い
た
。
ワ
ン
ダ
ー
イ
ン
キ
は
従
来
の
筆
記
用
具
に
く
ら
べ
て
利
用
範
囲
が
広
く
、
そ
の
売
上
高
は
急
上
昇
し
て
、
筆

記
用
イ
ン
キ
の
売
上
を
凌
ぐ
程
で
あ
っ
た
。

昭
和
三
十
年
頃
日
暮
里
工
場
で
製
造
し
て
い
た
種
類
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

丸
善
ワ
ン
ダ
ー
イ
ン
キ
一
本
三
○
円
。
五
○
円
（
い
ず
れ
も
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
外
七
色
）



概
観
し
て
言
え
ば
、
昭
和
二
十
六
年
頃
か
ら
は
、
一
般
文
具
類
の
レ
ベ
ル
の
向
上
は
著
し
く
、
品
質
、
デ
ザ
イ
ン
等
の
面
で
す
ぐ
れ

た
製
品
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
社
ピ
ル
第
一
期
工
事
竣
工
に
と
も
な
い
、
戦
後
、
品
不
足
の
た
め
一
時
取
扱
っ
て
い

た
学
童
用
文
具
類
の
取
扱
い
を
や
め
、
高
級
事
務
用
品
類
を
主
体
に
取
扱
う
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
米
軍
か
ら
の
注
文
に
よ
っ
て
事
務

合
理
化
の
た
め
の
製
品
の
研
究
が
盛
ん
に
な
り
、
新
し
い
事
務
シ
ス
テ
ム
に
適
合
し
た
商
品
の
開
発
に
積
極
的
に
と
り
組
み
は
じ
め
た
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
と
し
て
は
便
菱
類
（
オ
リ
オ
ン
、
ア
イ
デ
ア
ル
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
リ
ー
等
）
、
封
筒
類
（
オ
リ
オ

ン
、
マ
ル
ゼ
ン
、
ス
カ
イ
メ
イ
ル
等
）
、
ノ
ー
ト
、
手
帳
、
帳
簿
類
、
日
記
、
ア
ド
レ
ス
帳
、
各
種
の
タ
イ
プ
用
菱
類
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
、

各
型
式
の
フ
ァ
イ
ル
類
及
び
革
製
メ
モ
ヶ
ー
ス
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
等
を
開
発
し
た
が
、
い
ず
れ
も
、
品
質
、
デ
ザ
イ
ン
の
優
れ

て
い
る
こ
と
で
好
評
を
得
た
。
ま
た
、
丸
善
精
機
工
業
株
式
会
社
の
製
品
で
あ
る
．
ハ
ン
チ
、
番
号
器
、
ス
テ
ー
プ
ラ
ー
、
ブ
ッ
ク
ェ
ン

ド
等
も
好
評
で
あ
っ
た
。

三
文
具
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昭
和
二
十
七
年
十
月
、
通
産
省
は
外
国
製
日
用
品
の
輸
入
許
可
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
販
売
は
指
定
店
に
限
ら
れ
た
。
そ
こ
で
当
社

で
は
本
店
及
び
名
古
屋
。
大
阪
。
福
岡
の
三
支
店
、
丸
ノ
内
。
横
浜
両
出
張
所
が
販
売
店
舗
の
指
定
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
昭
和
二

十
七
年
十
月
’
二
十
八
年
三
月
に
文
具
。
洋
品
合
せ
て
一
七
五
、
○
○
○
ド
ル
の
外
貨
割
当
を
受
け
た
。

そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
（
○
ぐ
臼
の
８
の
普
弓
ご
聾
日
①
）
に
よ
っ
て
申
請
し
て
い
た
文
具
品
が
昭
和
二
十
七
年
と
翌
年
の
二
回

に
わ
た
っ
て
入
荷
し
た
（
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
つ
い
て
は
洋
品
の
項
参
照
）
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
よ
っ
て
入
荷
し
た
文
具
。
事
務
用
品



津
．
ロ
．
］
○
豊
ロ
旨
司
の
○
○
．

と
そ
の
仕
入
先
を
掲
げ
て
お
く
。
（
な
お
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
輸
入
は
こ
の
二
回
だ
け
で
あ
っ
た
。
）
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万
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ボ
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ペ
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ハ
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万
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パ
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カ
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シ
ャ
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ペ
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シ
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ペ
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エ
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ス
・
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イ
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タ
ン
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日
四
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①
閉
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．
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台

即
駕
胃
伸
○
○
．
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．
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１３９６

〕
．
ｍ
の
庁
四
の
色
匡
の
境
○
○
．

鉛
筆
ペ
ン
シ
ル
ホ
ル
ダ
ー
鉛
筆
削
り

団
吋
旨
農
勺
ｇ
の
嗣
己
．
ペ
ン
先

㈲
．
ロ
．
の
９
日
○
日
陣
○
○
．
鉛
筆
削
り
日
付
印
補
強
テ
ー
プ
パ
ン
チ

旨
宮
口
①
８
国
旨
冒
言
い
陣
冨
吋
の
○
○
．
ス
コ
ッ
チ
テ
ー
プ

ヨ
鼻
の
口
冒
旨
砲
ｇ
ｏ
ｐ
ウ
ォ
タ
ー
マ
ン
万
年
筆
ペ
ン
先
ボ
ー
ル
ペ
ン
鉛
筆

室
屋
菌
巨
言
い
○
○
．
ポ
ー
ル
ペ
ン

ロ
尉
胃
』
ｏ
ぽ
罰
囚
目
①
Ｈ

地
球
儀

属
ロ
昇
冒
昌
旨
閏
ペ
リ
カ
ン
万
年
筆

○
房
目
ロ
煙
ロ
倖
ロ
①
貝
の
○
画
旨
句
の
○
○
．
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
イ
ン
キ

旨
８
房
○
口
ぐ
四
口
。
①
ロ
国
⑦
品
陣
○
○
．

鉛
筆
削
り

さ
ら
に
戦
前
よ
り
下
請
工
場
と
し
て
当
社
の
耐
火
性
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
等
を
製
造
し
て
い
た
佐
藤
金
庫
鋼
鉄
工
業
所
が

昭
和
二
十
八
年
末
に
当
社
の
子
会
社
と
な
っ
て
か
ら
は
、
耐
火
性
金
庫
の
ほ
か
ス
チ
ー
ル
製
品
の
開
発
を
進
め
、
次
第
に
種
類
も
増
加

し
た
。
昭
和
三
十
年
の
「
学
鐙
」
に
広
告
し
た
各
種
ス
チ
ー
ル
製
品
は
、
耐
熱
書
庫
、
耐
熱
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、
事
務
用

机
、
ロ
ッ
カ
ー
、
図
面
整
理
引
き
出
し
等
で
あ
っ
た
。

一
方
当
社
は
、
昭
和
二
十
八
年
、
学
校
図
書
館
育
成
協
力
会
を
設
け
、
子
会
社
丸
善
製
品
販
売
株
式
会
社
の
発
案
に
よ
り
ア
テ
ナ
イ

ン
キ
又
は
ワ
ン
ダ
ー
イ
ン
キ
の
上
ブ
タ
五
○
○
個
を
一
口
千
円
と
し
、
代
り
に
代
価
千
円
の
書
籍
又
は
図
書
館
用
品
と
交
換
し
た
。
一
｝



れ
は
業
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
間
接
に
学
校
図
書
館
を
援
け
る
こ
と
と
な
り
、
経
済
的
に
不
自
由
で
あ
っ
た
小
。
中
学

で
あ
る
。

昭
和
二
十
六
年
１
三
十
年
の
間
、
当
社
が
設
備
あ
る
い
は
書
架
等
図
書
館
用
品
を
納
入
し
た
小
・
中
。
高
等
学
校
の
数
は
次
の
通
り
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右
の
中
、
設
備
一
切
を
請
負
っ
た
学
校
数
は
、
三
十
五
校
に
上
っ
て
い
る
。

校
に
歓
迎
さ
れ
た
。

ト
ー

レ
］

二
一
屈
閲

。
」
」

三

九

一
僧 四 二

一
二
○

一

七
■
▲

△
、
凸
凸

ニ
ノ
・
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訓

大
学
そ
の
他

商
等
学
校

中
学
校

小
学
枝

二
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四
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一
十
九
年

昭
和
一
一
玉
年



配
給
切
符
制
に
よ
る
衣
料
品
の
供
給
は
、
昭
和
二
十
五
年
頃
に
順
次
に
撤
廃
せ
ら
れ
た
。

形
の
上
で
は
、
す
で
に
昭
和
二
十
五
年
に
は
衣
料
品
は
一
応
揃
っ
て
い
た
が
、
質
的
な
面
で
は
、
な
お
充
分
で
な
か
っ
た
。
何
か
新

し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
商
品
を
と
考
え
、
倉
敷
レ
イ
ヨ
ン
の
新
製
品
合
繊
ビ
ニ
ロ
ン
で
肌
着
を
作
り
、
〃
一
一
ユ
ー
ス
ロ
ン
〃
と
名
付
け
「
毛

よ
り
も
数
倍
強
い
」
と
広
告
し
売
り
出
し
た
が
、
柔
軟
さ
と
晒
し
が
う
ま
く
上
ら
な
い
な
ど
の
欠
点
で
、
数
年
後
に
は
他
の
合
成
繊
維

に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。
そ
の
頃
エ
ジ
プ
ト
棉
の
ス
ム
ー
ス
。
メ
リ
ヤ
ス
を
発
売
し
た
が
、
こ
れ
は
評
判
が
よ
く
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
六
年
七
月
に
は
、
「
お
仕
立
券
付
ワ
イ
シ
ャ
ツ
」
を
中
元
進
物
用
品
と
し
て
売
り
出
し
た
。
こ
れ
は
当
社
の
考
案
に
よ
る
も

の
で
、
価
格
も
手
ご
ろ
で
大
好
評
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
、
二
年
後
他
の
デ
パ
ー
ト
で
も
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
時

に
、
「
お
仕
立
券
付
洋
服
地
」
、
「
お
仕
立
券
付
紳
士
靴
」
等
も
売
り
出
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
に
ナ
イ
ロ
ン
の
紳
士
用
靴
下
（
言
○
○
辱
ｚ
包
○
ｐ
ｍ
ｏ
ｏ
厨
）
一
一
足
五
百
円
を
、
全
く
新
し
い
品
物
で
あ
っ
た
た
め
、

「
一
カ
月
以
内
に
万
一
裂
け
る
よ
う
で
し
た
ら
新
品
と
お
取
換
さ
せ
て
頂
き
ま
す
」
と
い
う
カ
ー
ド
を
つ
け
て
売
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
米
国
の
帽
子
製
造
会
社
深
の
肝
目
が
東
京
製
帽
株
式
会
社
に
紳
士
向
中
折
帽
を
製
造
さ
せ
、
す
べ
り
革
に
小
さ
く
冨
且
⑦
目

］
§
目
と
印
し
て
売
り
出
し
た
。
右
の
よ
う
な
場
合
は
、
外
国
か
ら
原
材
料
の
ま
ま
日
本
に
輸
入
、
日
本
で
仕
上
げ
て
本
国
の
ブ
ラ

当
時
、
「
パ
ー
バ
リ
ー
コ
ー
ト
を
銀
座
で
売
っ
て
い
る
店
が
あ
る
が
、
ど
う
も
不
安
で
買
え
な
い
。
丸
善
で
も
早
く
輸
入
し
て
ほ
し

四
洋
品
販
売
漸
く
軌
道
に
乗
る
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］
四
冨
画
と
印
し
て
売
り
出
し
た

ン
ド
で
売
出
し
た
も
の
で
あ
る
。



バーパリーコート入荷（昭和28年）

い
、
丸
善
な
ら
高
く
て
も
安
心
し
て
買
え
る
」
と
い
っ
て
下
さ
る
お
客
様
も
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
御
注
意
を
い
た
だ
け
る
の
も
、
永
年
培
っ
て
き
た
信
用
の
賜
と
感
謝
し
た
の
で
あ
る

が
、
当
社
に
は
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
扱
い
分
と
し
て
の
洋
品
雑
貨
が
入
荷
し

た
時
に
バ
ー
バ
リ
ー
コ
ー
ト
も
戦
後
初
め
て
入
荷
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
頃
の
広
告
を
見
る
と
、
さ
す
が
に
舶
来
品
は
な
い
が
、
ず
ら
り
と
洋
品
が

並
ん
で
い
て
、
ほ
ぼ
旧
態
を
回
復
し
た
感
が
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
六
年
九
月
に
は
、
現
在
の
本
社
ピ
ル
の
第
一
期
工
事
が
完
了
し
、
三
階
に
米
人

商
社
ジ
マ
ー
マ
ン
（
函
目
白
①
Ｈ
目
§
ロ
）
経
営
の
パ
リ
ス
シ
ョ
ッ
プ
（
、
目
印
淫
○
ご
）
が
開
店

し
た
。
米
軍
や
シ
ヴ
ィ
リ
ァ
ン
だ
け
の
店
で
、
日
本
人
は
買
う
要
）
と
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
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請
し
た
。

し
か
も
、
な
か
な
か
調
査
は
行
わ
れ
ず
、
昭
和
二
十
七
年
、
漸
く
、
店
舗
設
置
の
検
査
が
あ
っ
て
設
置
が
許
可
に
な
っ
た
。
東
京
で

は
、
三
越
、
白
木
屋
（
現
東
急
日
本
橋
店
）
と
当
社
と
そ
の
他
数
店
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
回
外
貨
割
当
を
受
け
た
の
は
、

昭
和
二
十
七
年
十
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
分
で
あ
り
、
続
い
て
翌
二
十
八
年
四
月
’
九
月
分
の
割
当
が
あ
っ
た
。
そ
の
額
は
一
一
一
越
、

白
木
屋
と
殆
ん
ど
同
額
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
当
社
が
米
。
英
。
仏
・
西
独
。
イ
タ
リ
ー
の
五
カ
国
か
ら
の
輸
入
商
品
を
申

ロ
幻
一
日
、
ｎ
×

の
で
あ
っ
た
。

Ｐ
Ｘ
に
出
入
り
出
来
ぬ
日
本
人
に
も
コ
テ
ィ
の
化
粧
品
や
、
ア
メ
リ
カ
人
好
み
の
婦
人
服
が
な
ら
ん
で
い
て
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
○

当
社
が
舶
来
品
愛
好
家
の
希
望
に
応
え
る
た
め
に
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
経
営
申
請
書
を
通
産
省
に
提
出
し
た
の
は
昭
和
一
一
十
五
年
一
月
十
五
日

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
は
、
す
で
に
明
治
屋
が
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
指
定
店
と
し
て
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
商
品
を
取
扱
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
十
二

月
一
日
、
Ｏ
Ｓ
Ｓ
指
定
店
を
増
や
す
旨
の
告
示
が
出
さ
れ
た
の
で
、
早
速
当
社
も
申
請
を
し
た
が
、
そ
の
資
格
は
な
か
な
か
厳
し
い
も
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Ｏ
Ｓ
Ｓ
経
営
の
認
可
に
、
当
社
が
い
ろ
い
ろ
と
苦
心
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
七
年
一
月
一
日
以
前
に
お
い
て
は
、
こ
の
方
法
以
外
に

邦
人
向
け
の
洋
品
雑
貨
の
輸
入
は
不
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
第
一
回
申
請
害
提
出
の
前
に
、
当
社
は
明
治
三
十
年
以
後

こ
の
時
ま
で
中
止
し
て
い
た
酒
類
販
売
を
営
業
項
目
に
加
え
、
輸
入
酒
の
販
売
を
復
活
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ
に
よ
る
洋
品
輸
入
許
可
割
当
申
請
に
尽
力
し
て
い
る
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
在
日
民
間
外
人
に
の
み
解
放
さ
れ

て
い
た
Ｏ
Ｓ
Ｓ
は
昭
和
二
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
日
本
人
顧
客
に
も
解
放
さ
れ
た
。
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こ
こ
で
Ｏ
Ｓ
Ｓ
輸
入
商
品
名
を
左
に
掲
げ
て
お
き
た
い
。
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デ
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a
s
e
n
i
e
r

①Ｃ罰［

C
h
a
m
p
a
n
e
M
e
r
c
i
e
r

D
u
h
o
n
n
e
t

J
､
H
e
n
n
e
s
s
y
＆
Ｃ
Ｏ
．

S
、
T
e
r
s
a

堂
堅
壕

批
堅
壕

批
堅
壕

韓
堅
無

批
堅
無

〈
入
廷
"
〈
気
、
識
.
上
､
一
Ｋ
’
1
、
特
愁
一
ｍ
実
r
く
異
伸
苦
県
患
『
＜

単
『
＜
帥
側
憎

4
7
1
1
.
1
ド
マ
ー
迄
、
ロ
入
学
異
円
墳

等
異
惇
鐙

Ｒ
ｐ
１
ト
ミ
ト
望
輿
碍
鐙

'
I
マ
ト
、
=
､
－
く
停
寝
マ
マ
'
'
顎
幽

晒
酋
振

遥
剥
唱
謂

汁
一
い
－
入
旨
扇
．
．
+
､
特
Ｉ
、
鞠
病

F
e
r
d
M
u
l
h
e
n
s

G
e
o
r
g
D
r
a
l
l
e

J
o
h
a
n
n
G
r
o
d
t
m
a
n
n

P
・
B
e
i
e
r
s
d
o
r
f
＆
Ｃ
Ｏ
．

K
i
e
n
z
l
e
U
h
r
e
n
f
a
b
r
i
k
e
n

Ｌ
ｕ
ｄ
ｗ
ｉ
ｇ
Ｋ
ｒ
ｕ
ｍ
ｍ

Ａ
、
B
a
u
e
r
m
a
n
n
＆
Ｃ
Ｏ
．



（
門
庁
四
］
ご
）

房
［
胃
嘩
昌
陣
”
８
巴

司
口
茸
○
国
の
ロ
凹
彦
［
四
吋
○
毎
①
巴

句
Ｈ
ロ
ロ
。
①
の
○
○
○
片
口
園
回
国
○

胃
．
缶
．
国
①
ロ
ｏ
丙
①
房
国
司
匡
甘
鴨
司
①
鼻

洋
酒
類

洋
酒
類

グ
ル
ン
社
安
全
剃
刀
用
替
刃

ベ
ル
モ
ッ
ト

1４０７

最
後
に
ゴ
ル
フ
用
品
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
前
の
当
社
は
、
運
動
用
品
で
は
、
テ
ニ
ス
用
品
の
ほ
か
に
、
代
理
店
契
約
を
し
て
い
た
英
国
ト
ム
モ
リ
ー
ス
社
の

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
ゴ
ル
フ
用
品
を
販
売
し
て
い
た
。

戦
後
、
こ
と
に
講
和
条
約
締
結
後
は
、
来
日
外
国
人
も
多
く
、
ゴ
ル
フ
が
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
昭
和

二
十
七
年
五
月
に
、
多
摩
川
の
右
岸
登
戸
に
新
し
く
開
か
れ
た
川
崎
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
に
、
当
社
は
ゴ
ル
フ

用
品
の
売
店
を
出
し
た
。
こ
れ
を
手
は
じ
め
に
新
川
崎
、
東
京
ク
ラ
ブ
、
小
金
井
、
府
中
、
江
戸
崎
（
茨
城
）
、
小
山
、
赤
羽
、
成
田

の
各
ゴ
ル
フ
場
に
も
売
店
を
開
い
た
。
し
か
し
ま
だ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
商
品
を
取
扱
え
な
い
時
期
で
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
は
扱
え
な
か
っ
た
が
、
国

産
の
プ
リ
ジ
ス
ト
ン
ポ
ー
ル
、
ゴ
ル
フ
キ
ャ
ッ
プ
、
ア
ン
ダ
ー
ウ
ェ
ア
ー
な
ど
を
売
っ
た
。

Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
外
貨
割
当
を
受
け
た
時
に
は
、
司
社
長
が
さ
き
に
欧
米
視
察
の
際
米
国
ス
パ
ル
デ
ィ
ン
グ
社
を
訪
問
、
同
社
製
品
の
代
理



な
斯
界
の
重
鎮
が
相
談
役
と
し
て
、
揃
っ
て
い
た
こ
と
も
好
評
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

日
本
ゴ
ル
フ
協
会
理
事
長

日
本
ゴ
ル
フ
協
会
常
務
理
事

ゴルファース・センター開場式

店
契
約
を
約
束
し
て
い
た
関
係
で
、
同
社
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
注
文
、
昭
和
二

十
八
年
に
は
相
当
量
入
荷
し
た
。
社
内
で
は
時
期
尚
早
と
し
て
心
配
し
た
む
き

も
あ
っ
た
が
、
そ
の
心
配
は
無
用
な
ほ
ど
、
ゴ
ル
フ
は
ひ
ろ
ま
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
昭
和
二
十
九
年
三
月
に
は
、
本
社
の
屋
上
全
部
を
使
用
し
た
ゴ
ル
フ

ァ
ー
ス
。
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、
永
井
弥
惣
兵
術
取
締
役
を
担
当
責
任
者
と
し
て

そ
の
運
営
に
当
ら
せ
た
。
そ
の
頃
は
、
ま
だ
都
心
に
は
広
い
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
、

殆
ん
ど
な
か
っ
た
上
に
、
丸
善
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ス
。
セ
ン
タ
ー
は
、
大
き
な
グ
リ

ー
ン
を
設
け
パ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
練
習
も
で
き
る
と
い
う
の
で
好
評
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
日
本
の
ゴ
ル
フ
界
の
最
高
の
機
関
で
あ
る
日
本
ゴ
ル
フ
協
会
が
、
本
社

九
階
の
一
室
を
本
拠
と
し
た
た
め
、
ゴ
ル
フ
界
に
お
け
る
当
社
の
評
判
は
大
層

よ
か
っ
た
。

ま
た
、
当
社
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
ス
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
設
備
の
他
に
左
の
よ
う

石
井
光
次
郎

小
寺
酉
二

1４０８



小
金
井
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
理
事
長
立
川
直
三
郎

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
理
事
長
野
村
駿
吉

相
模
カ
ン
ト
リ
倶
楽
部
理
事
長
迫
静
二

川
崎
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
理
事
長
平
山
孝

東
雲
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
理
事
長
松
井
春
生

同
時
に
実
技
の
指
導
者
と
し
て
、
人
気
と
実
力
の
あ
る
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
、
棚
網
良
平
、
栗
原
甲
子
男
、
林
由
郎
等
七
人
が
各
曜
日

を
分
担
、
指
導
に
当
っ
た
。

》
）
の
時
期
の
特
徴
と
し
て
、
戦
中
・
戦
後
の
衣
料
品
不
足
か
ら
、
純
綿
。
純
毛
製
品
に
対
す
る
要
求
が
強
く
、
純
綿
の
ベ
ン
テ
ッ
ク

ス
肌
着
（
上
下
組
千
円
）
、
ラ
ク
ダ
毛
メ
リ
ャ
ス
シ
ャ
ッ
（
上
下
組
三
千
円
’
五
千
円
）
、
丸
善
オ
リ
ジ
ナ
ル
特
織
（
七
子
織
）
シ
ー
ツ

（
千
円
）
、
丸
善
オ
リ
ジ
ナ
ル
毛
布
（
三
千
円
）
等
の
品
物
が
贈
答
品
と
し
て
喜
ば
れ
た
。

昭
和
二
十
六
’
三
十
年
の
中
元
・
歳
暮
の
贈
答
品
を
通
じ
て
、
こ
の
五
年
間
の
洋
品
。
雑
貨
の
売
行
状
況
を
略
記
し
て
お
き
度
い
。

一
般
的
に
言
っ
て
、
五
○
○
円
’
千
円
前
後
の
値
段
の
品
物
が
、
よ
く
売
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
五
千
円
１
－
万
円
と
い
う
当
時
と
し
て
は
高
価
な
品
物
が
売
れ
た
の
は
、
朝
鮮
動
乱
に
よ
る
好
景
気
が
反
映
し
た
た

指
導
に
当
っ
た
。

五
贈
答
品
の
品
目
と
価
格

1４０９

め
で
あ
っ
た
。



１４１０

こ
の
他
に
、
前
述
し
た
お
仕
立
券
付
ワ
イ
シ
ャ
ツ
生
地
（
千
円
’
三
千
円
）
、
子
会
社
丸
善
化
工
製
品
の
ベ
ー
ラ
ム
・
セ
ッ
ト
（
三
○

○
円
）
、
香
水
ゴ
ャ
（
三
○
○
円
）
、
ア
テ
ナ
石
鹸
（
一
一
一
個
入
一
一
一
○
○
円
）
等
が
あ
っ
た
。
（
ア
テ
ナ
石
鹸
は
、
最
高
の
油
脂
を
天
然
香

料
と
し
た
石
鹸
と
し
て
多
く
の
方
倉
に
愛
用
さ
れ
た
。
）

ナ
イ
ロ
ン
靴
下
（
一
足
七
○
○
円
）
は
こ
の
当
時
珍
ら
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
贈
答
品
と
し
て
よ
く
売
れ
た
。

昭
和
三
十
年
近
く
な
っ
て
、
輸
入
品
が
店
頭
に
も
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ラ
ク
ダ
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
（
五
千
円
’
一
万
円
）
、
英

国
製
ガ
ウ
ン
（
一
万
円
ｌ
）
が
贈
答
品
と
し
て
売
れ
出
し
た
。




